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ベ トナ ム に おけ る文化補習校学習者の 学習意欲

一ホ ー チ ミン 市の 事例 か ら
一

勢村 かお り （東京 大学大学院）

　市場経済化が導入 され て 四半世紀を過 ぎよ

うと し て い る ベ トナ ム の 教育普及 の 水 準 は 、

そ の 経済発展 の 度合 い に比 し て 高 い と言 われ 、

2009 年 の 国勢調査 の 結果 ⊥ に よれ ば、初等教

育は既 に純就 学率 95％ に達 し、前期中等教育

は 82．5％ に達 して い る 2
。 しか し他方 で 、教

育統 計 （http：！fwww ．moet ．gov．vn ） に よれ ば

毎年 1 ％程度 の 留年 と 5 ％程度 の 中途退 学 3

が発生 して お り、こ れ らを踏ま える と、実際

の 教育達成 は 10％ 程度 （あ る い は それ以 上 ）

低 く見積もる の が 妥当で あ る と考え られ 、教

育の 普及 とい っ た面 で 、ベ トナ ム は未だ多く

の 問題 を抱えて い る と言え るだろ う。ベ トナ

ム で は 正 規課程 の 学校に就学可能な生徒 の 年

齢 が標準学齢 を基準に規定 され て い るため、

一
旦 退学 し て しま うと正 規課程 へ の 復学が難

し い 状況に あ り、中途退学者 らが復学 し よ う

とす る場合に は普通教育 と並行 し て 設置され

て い る生 涯教育制度に 吸収 されて い くこ と と

な る 。ベ トナ ム 教 育法 に よれ ば、生 涯 教育

（Giao　dμc　Thucrrig　xuyen ）は、国民教育制度

の
一

つ と して 位置づ け られ 、（1 ）文盲 の 撲滅

とそ の 継続教育、（2 ）各種 の 技術習得や 知

識 ・技能 向上 の た め の プ ロ グラ ム 、（3 ）国民

教育制度の 卒業証書が授与 され るプ ロ グラ ム

に よ っ て 構成 され 、生涯 教育セ ン タ
ー

（省 レ

ベ ル お よび 県 ・区 レ ベ ル で設 置）お よび 共同

学習セ ン タ
ー （社 ・坊 レ ベ ル で 設置） にお い

て 実施、国 民 が生涯 に わた っ て学習す る こ と

の で き る機会を提供す る。特 に （3 ） に関 し

て は 、1950 年代か ら幹部や労働青年 を対象 に

実施 され て きた文 化 補習教育 （Giao　dvc　B δ

tUc　Vtin　h6a）に 由来 し、現在で は 正 規課程で

学ぶ 条件 の な い 青少 年を対象 に教育を提供す

る場 とし て機能 して お り、義務教育普及 政策

を担 う
一機 関 と し て の 機能 も 有 し て い る 4

（報 告 タイ トル に ある 「文化 補習校」 とは 旧

来 の 名称で あり、現在で は大半が生涯教育セ

ン タ
ー

と い う名称に変更 されて い る）。

　 こ うした背景 を踏まえた ltで 、文化補習教

育 の 現状 とそ の 学習者 の 実際を把握す るため

に、報告者は 2010 年 9 月 か ら10A に か けて 、

ホ
ー

チ ミン 市に ある 3 つ の 生涯教育セ ン タ
ー

5 （3 区 、 7 区 、 トゥ
ー

ドゥ ッ ク区） にお い

て 調 査を実施 した 。対象 とした の は第 9 学年

（前期巾等教育の 最終学年）を学ぶ生徒で 、

全生徒 （255 名） に対 し質問紙調査 （個別面

接法）を、また
一
部の 生徒 （35 名）に対 し て

イ ン タ ビュ
ー調査 （半構造化） を行 っ た。調

査結果に よれば、学習者 の 約半数が標準的 な

学齢か ら 3 年以 上遅れて お り、全 体 の 約 7 割

を 占める学習者が 休学経験者で あっ た が 、こ

れ ら休学経験の あ る学習者 を詳 しく見て い く

と、引越 しや 病気 とい っ た事情に よ っ て
一時

的 に学業を休 んだ ケ
ー

ス が あ る
・方で 、学習

意欲 をな くした あ る い は家庭 の 経済的な事情

等に よ り学校 を辞 めた （b6　hQC）数年後に、

再び 復学 して きた ケ
ー

ス が あ る。前者の 場合

は、最初か ら
一
時 的 に休 む予 定で の 休 学で あ

り、元 々 復学 の 意忠 を有して い るが、後者 に

関 して は、学校を辞 めた 時点で復 学す る意思

は ない
。 で は、一

旦学業を辞め た学習者が再

び復学 しよ うと い う意思を持 っ に至 る には ど

の よ うな経緯や要 因が影響 して い る の だろ う

か 。本報告で は、イ ン タ ビ ュ
ーデー

タ をもと

に 、後者の ケー
ス に当た る休学経験者 の休学

182
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

か ら復学に至 るまで の 学習意欲、学習に対す

る態度 の 変化 お よび、それ に影響を及ぼす 要

因 明 らか にす る こ とを目的 とす る。

　後者 にお い て は、家族 関係や成績不振、友

人 関係、娯楽な どに よ り学業へ の 意欲を失い

（ch6n 　hpc）、ある い は勉強す る こ との 価値

を見失 っ て （hgc　de　lam　gi）退学に至 っ たタ

イ プ 1 と、家庭 の 事情でやむ を得ず学業 を断

念 した タイプ 2 がある。基本 的に タイプ 1 は

学習意欲 を失 っ たた め の 退学で あ るの に対 し、

タイ プ 2 は退 学時点で 学習 へ の 意欲は失 っ て

い ない 。こ の た め、学習意欲 の 分析 にお い て

は 両者 を分けて検討す る必 要が ある。現時点

ま で の 分析 に よれ ば、タイ プ ／は主 に  退屈

な毎 日、  就労経験に よる学歴の 必要性の 認

知、  か っ て の 同級生の 進学、とい っ た要因

に よ っ て 学習意欲 を取 り戻 し て い るケース が

見 られ る。具体的には、  は退学 し た の ちも

特にやる こ とがない ため、退屈さに耐え られ

ず に復学する とい うもの で あ り、  は学校 を

辞 めた の ちに働 きに出るが、雑業な どの 日雇

い 労働を繰り返す うちに、安定 した仕事を得

るた めに学歴が必 要で ある こ とを感 じ るケー

ス 、  は退学 し て 3 〜 4 年が 経過 し、か つ て

の 友人たちが大学 へ 入学 し て い くの を見て 、

現在の 自分 と比 較 し学習意欲 を取 り戻す ケ
ー

ス で ある。他方、タイ プ 2 は退学後 に働 き に

出た り家業に 従事 し た りで 、学習意欲を残 し

つ つ も就学機会を得 られな い 状態が続い た後、

ホ ーチ ミ ン 市 へ の 移住や雇用 主 の 配慮な どに

よ っ て チ ャ ン ス を得て 復学して い るも の が多

い が、彼 らの 学習意欲 は、勉 学が現在 の 貧 困

や困難 を克服す る手段 であ る とい う考 え方 に

よ っ て支 え られ て い るケ
ー

ス が 目立っ
。

　今回で 使用す るデー
タは 、生涯 教育セ ン タ

ー （文化補習校）に復学 した事例 の もの で あ

り、復学に至 っ て い ない 事例 との 比較 ・検討

が で きな い と い う限界 があ るが、報告で はイ

ン タ ビ ュ
ーデー

タ の 分析 を さらに進めた上 で 、

生 涯教育セ ン タ
ー

（文化補習校） の 学習者 を

復学に至 らせ た学習意欲お よび それ に影響 し

た要因をよ り明確な形で 示す こ と と し た い 。

1BO 　Ke　ho4ch　va 　Dau 　tU，　T6ng　cμc　th6ng

ke［201］］76ηg ∂勲 磁 D 面η ∫δ v ∂M ぬ δ 彫 ‘

Nam　nim 　2009 ： G彪 o 吻 c （シ”の翫 η2，　Phdn 　tich

c6c 　c 配 ∫δ c枷 γ劭 ，
　Ha　NOi （統計総局計画投資

部 『2009 年ベ トナ ム 国勢調査 ；ベ トナ ム にお

け る教育 、 主な各指標 の 分析』、ハ ノ イ）
2 ベ トナ ム の 普通教育は 、小学校 5 年 ・中学

校 4 年 ・高校 3 年 で構 成され 、小学校 と 中学

校が義務教育で ある。
3 た だ し留年率、中途退学率に関す るデー

タ

は 、 1999 年度か ら 2004 年度 まで しか 示 され

て い ない 。こ の 比 率の 高 さは国会で も取 り上

げ られ 、 2008 年教育訓練省に よる報告 （S6

43021BGDDT −VP ）で は、中途退学 を減少 させ

る取 り組みがな され た結果 、 若 干 の 改善がな

され た よ うで あるが実際 の 数値 は明 らか では

ない 。
4 教育統計に よれ ば最近 （2009 年度） の 学

習者数 は、前期 中等教育相 当が約 8 万 人、後

期 中等教育相 当が約 30 万人で あ り、 2004 年

度 を ピー
クに減少傾 向が見 られ る。

5 ホ ーチ ミ ン 市に は、全部 で 30 の 生涯教育

セ ン タ
ー

が存在 し、調査時点で前期 中等教育

相 当で約 5000人 、後期 中等教育相当で 約

30000 人 の 学習者 が学ん で い る。
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